
令和７年度 第１回牧之原市地域公共交通会議 

評価改善部会 次第 

 

日 時 令和７年 10月１日（水)  

    午後１時 30分～ 

会 場 牧之原市役所榛原庁舎 ５階庁議室 

１ 開 会 

 

 

２ 部会長挨拶 

 

 

３ 協議 

（１）牧之原市地域公共交通計画の評価について     … 資料１、２ 

・６年度における数値目標の達成状況と取組実績 

 

 

（２）静岡空港・道の駅定額タクシー運行事業について… 資料３ 

 

 

（３）デマンド乗合タクシーの運行について… 資料４、５ 

   ・デマンド乗合タクシーの令和７年度に開始した利便向上策の検証 

   ・デマンド乗合タクシーの令和８年度以降の運行計画について 

 

 

４ その他 

 ・吉田町オンデマンド型乗合タクシー「ぎゅっとカーよしだ」の運行に係る承諾について 

 

 

５ 閉会
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牧之原市地域公共交通計画 
 
 
 

「住み続けたい」「働き続けたい」「訪れたい」を支える 

地域公共交通の構築 

～「夢に乗るまち 牧之原」の推進～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※RIDE ON～：（乗り物に）乗る 

 

令和７年 10月 
 

牧  之  原  市 
 

 

 

 

 

 

 

令和６年度の 

取組評価報告書 
 

資料 1 
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牧之原市地域公共交通計画に基づく取組 

 

方 針 事 業 

基本方針１： 

富士山型ネットワー

ク構造の形成に資す

る地域公共交通ネッ

トワークの構築 

１：沿岸部の路線の維持・再編（幹線軸（裾野部）） 

２：市街地と高台エリアを結ぶ路線の再編（幹線軸（斜

面部）） 

３：富士山型山頂部からの路線の創出（広域交流拠点連

携軸（山頂部）） 

基本方針２： 

地域公共交通の利便

向上、利用促進策の推

進 

４：高齢者等の移動手段の提供 

５：拠点バス停の環境整備の推進 

６：誰もが利用しやすいサービスの提供 

７：モビリティマネジメントの推進 

基本方針３： 

持続可能な運行を支

える他分野との連携

した取組と体制強化 

８：観光施策と連携した取組の推進 

９：移住定住、子育て支援につながる取組の推進 

10：自動運転技術などの DX化や ICTを活用した取組

の推進 

11：市民意見を尊重する協議体制と関係者の連携強化 
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事業１：沿岸部の路線の維持・再編（幹線軸（裾野部）） 

【具体的な施策】 

（特急静岡相良線） 

・榛原総合病院への通勤者や通院者の利便

向上を目的に、病院への乗り入れ便数の

増便を検討し、榛原総合病院の拠点バス

停としての強化を図ります。 

 

（藤枝相良線、島田静波線） 

・バス事業者や関係市町との連携による利

用促進策を実施し、両路線の維持を図り

ます。加えて、通勤、通学の需要に対応

可能な時刻設定を協議します。 

 

（相良御前崎線、相良浜岡線） 

・特急静岡相良線や藤枝相良線とのスムー

ズな接続や、高校生の通学利便の向上を中

心とした地頭方地区の負担軽減につなが

る改善策を検討します。 

☆相良総合センター「い～ら」、相良原子力防災センター「サーボ」、建設中の多目的体育館、ミル

キーウェイスクエアの図書交流館「いっこと」や同地へ移転する相良児童館など、近年整備が

進む相良地域の公共施設へ接続するよう経路変更を検討し、新たな役割を担う路線に位置付け

ます。（※市道須々木大溝線の国道 150号線までの区間開通後（令和９年完成予定）を予定し、

波津区に交通空白地域が生じないように、一方の路線のみの変更を検討） 

 

 事業の実施主体 

牧之原市、バス事業者、関係市町 

 

 事業の実施年度 

具体的な施策の☆マークは重点的に取り組む事業とし、当該事業のスケジュールを示す 

 

 R5 R6 R7 R8 

特急静岡相良線、 

藤枝相良線、島田静波線 
維持 維持 維持 維持 

☆相良御前崎線 

☆相良浜岡線 
維持 維持 維持 

経路変更準備 

（R９以降変更） 

 

 

 

 

変更後の経路 

い～ら 

いこっと 

ミルキーウエイスクエア 

相良本通バス

相良御前崎線、相良浜岡線 変更案 

現在の経路 

市道須々木大溝

線未整備区間 

多目的体育館 

サーボ 
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事業１ R６～R７の取組状況 

（特急静岡相良線） 

榛原総合病院への乗り入れ便を増やした場合、距離や運行時間が伸びるといった

課題があるため、継続協議中。 

 

（藤枝相良線、島田静波線） 

・榛原高校との通学手段に係る意見交換に参加（R6.11.26） 

 藤枝相良線の相良方面行の通学時間帯の時刻改正の要望があるが、改善には至っ

ていない。 

 

（相良御前崎線、相良浜岡線） 

① 高校生の通学利便の向上を中心とした地頭方地区の負担軽減 

・相良御前崎線の最終便 19：32発を 19：50発に変更することで、特急静岡相良

線で帰宅する高校生の部活動終了後の移動が改善した。 

【19:50発６年度平均】1.06人/便 255人/年 

 

② 便数見直し（R6～） 

・両路線の便数を見直し、利用状況に応じた適正な便数に変更した。 

・減便による影響は特になく、利用者数は両路線で約８００人増加した。 

          

 

【補足】 

 御前崎市では、AIオンデマンド交通の実証運行を令和７年 10月から開始す

る。これにより、両路線の利用者数や収支に影響が出る可能性がある。 

 吉田町の AIオンデマンド交通は、榛原総合病院へ乗り入れており、牧之原市民

も利用が可能であることから、御前崎市が行う交通についても、例えば相良本通

バス停への乗り入れができないか協議したい。 

 乗り入れ可能であれば、両路線を見直すことが可能となる。

【相良御前崎線】  運行便数 

変更前 平日 １９ 

変更後 平日 １６ 

変更前 土日祝 １４ 

変更後 土日祝 １０ 

【相良浜岡線】 運行便数 

変更前 平日 ２４ 

変更後 平日 １８ 

変更前 土日祝 １３ 

変更後 土日祝 １０ 
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事業 2 市街地と高台エリアを結ぶ路線の再編（幹線軸（斜面部）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【具体的な施策】 

☆利用者の多い萩間線を基幹路線として維持しつつ、市街地から高台エリアを経由し、近隣の

JR駅へ運行することで路線の効率性を高めます。 

☆萩間線、勝間田線の起点となる相良、榛原両市街地から高台エリアまでの運行経路について

は、小学生の登下校利用に加え、高齢者の移動、高台エリアからの来訪者利用を想定し、巡

回型を含め、実態に応じた運行経路を検討します。 

 

 事業の実施主体 

牧之原市、バス事業者、関係市町 

 

 事業の実施年度 

具体的な施策の☆マークは重点的に取り組む事業とし、当該事業のスケジュールを示す 

R5 R6 R7 R8 

維持 維持 経路変更準備 高台エリア開業に合わせて変更 

 

事業２ R６～R７の取組状況 

継続協議中 

高台のまちびらきは令和９年度末を予定しているため、10年度から路線変更を計

画する。 

 

◆現在の方針（案） 

① 萩 間 線：経路変更により高台バス停への接続を予定 

② 勝間田線：バスを利用中の勝小児童（現在８人）の通学手段確保と高台への接

続について、関係者と協議していく。 

勝間田線 

金谷駅 

相良 
市街地 

榛原 
市街地 

萩間線 

金谷駅 

相良 
市街地 

榛原 
市街地 

高台 

《現在》 《高台開業後のイメージ》 

高台エリアと両市

街地を結ぶバス

（日中時間帯） 

金谷駅と高台エリア

を結ぶバス（需要に

応じて高頻度） 
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事業３ 富士山型山頂部からの路線の創出（広域交流拠点連携軸（山頂部）） 

 

【具体的な施策】 

① 高台エリアと西部方面を結ぶ路線

や静岡空港を結ぶ路線の創出を検討

し、商業施設への通勤や買い物需要

と静岡空港の利用者を取り込むと同

時に、市民の移動手段となるような

路線を検討します。 

② 事業２の高台エリアと両市街地を

結ぶバスの経路として、既存の勝間

田線を延伸して「道の駅（仮）さかべ」

を経由する路線を検討します。 

 

 事業の実施主体 

牧之原市、バス事業者、タクシー事業者、関係市町 

 

 

事業３ R６～R７の取組状況 

継続協議中 

 

◆現在の方針（案） 

① 高台エリアと西部方面、静岡空港を結ぶ新規路線創出 

 西部方面：菊川駅行き矢崎アローラインが R7.4から運行開始 

菊川市コミュニティバスの乗り入れを計画中 

      その他、定時定路線の運行の必要性を検討していく 

 静岡空港：静岡空港・道の駅定額タクシー運行開始（R7.10～）（資料３参照） 

県の空港アクセスバスの道の駅停車を要望 

 

② 道の駅を経由する路線 

・勝間田線を経路変更した接続を検討 

・県の空港アクセスバスの停車を要望

 事業の実施年度 

 R5 R6 R7 R8 

① 協議・調整 協議・調整 経路変更準備 高台エリア開業に合わせて運行 

② 協議・調整 協議・調整 経路変更準備 高台エリア開業に合わせて変更 
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事業４ 高齢者等の移動手段の提供 

 

【具体的な施策】 

☆デマンド乗合タクシーの利用促進の継続や大御所パスの周知を図ります。 

・運転免許証自主返納支援事業を促進し、バスやタクシーを活用して高齢者の事故を防止します。 

 事業の実施主体 

牧之原市、タクシー事業者、福祉関係組織 

 

 事業の実施年度 

具体的な施策の☆マークは重点的に取り組む事業とし、当該事業のスケジュールを示す 

R5 R6 R7 R8 

継続実施 継続実施※全域での本格運行開始 継続実施 継続実施 

 

事業４ R６～R７の取組状況 

R6 号の統合による運行日の増 

号 R7.4～ 運行状況 運行会社 運行便数 特殊事情 

さかべ号 本格運行 
東海タク

シー 

週２ ８便/日 
吉田町の病院への運

行、サロン臨時運行 

かつまた号・まきのはら号 本格運行 週３ ８便/日  

しずなみ・かわさき号、ほそえ号 本格運行 週３ ８便/日  

すげやま・はぎま号 本格運行 

御前崎タ

クシー 

週３ ８便/日  

じとうがた号 本格運行 週２ ８便/日 
御前崎市の病院、スー

パーへの運行 

さがらひがし号、さがらにし号 本格運行 週３ ８便/日  

 

R7 利便向上策を実施（資料４参照） 

① 運賃改定による、料金形態のわかりにくさの解消 

② デマンド乗合タクシーの予約時間の変更 

③ 特定施設の追加・廃止 

④ 特定施設間移動の検討について 

 

◆課題・今後の予定（資料５参照） 

 相談者 要望・課題 詳細 

① 事業者 
特定曜日の予約集

中の解消 

金曜日の午前に予約が集中して配車に

苦労する旨の意見あり 

② 事業者 
号を超えた乗合に

よる配車の効率化 

号の分けが無ければ効率的な配車が可

能との意見あり 

③ 利用者 
旧町単位の移動制

限の是正 

相良地域住民は相良の病院、スーパー

のみ、榛原も同様であるため意見あり 
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事業５ 拠点バス停の環境整備の推進 

【具体的な施策】 

☆特急静岡相良線が停車する拠点バス停や、バス路線再編に伴い整備する結節バス停、今後整備

予定の高台エリアのバス停について、屋根付き待合所やベンチの設置、バスロケーションシス

テム等を整備し、快適な待合環境の整備を推進します。 

・拠点バス停や結節バス停の周辺に、サイクルアンドライド駐輪場の設置を検討し、結節点の機

能強化を図ります。 

 

 事業の実施主体 

牧之原市、バス事業者、タクシー事業者、関係市町 

 

 事業の実施年度 

具体的な施策の☆マークは重点的に取り組む事業とし、当該事業のスケジュールを示す 

R5 R6 R7 R8 

推進・協議 推進・協議 推進・協議 高台エリアバス停整備 

 

事業５ R6～R7の取組状況 

整備状況 バス停 整備内容 

R3 相良本通バス停（上り） 屋根付き待合所整備  

R4 相良本通バス停近く 相良中央駐車場内の駐輪場整備 

R5 （自主）相良本通バス停（下り） 待合ベンチ整備 

R6 根松バス停（下り） サイクルラック整備（R7にも増設） 

R7 
相良本通バス停（自主） 照明灯の設置 

相良地域 パークアンドライド駐車場の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R6 根松バス停（下

R7（自主）相良本通りバス停（下

R７根松バス停（下り）追加（済） 

※相良営業所（上下）のバス

停車帯整備及び高台バス停は

R8整備予定 
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事業６ 誰もが利用しやすいサービスの提供  

 

【具体的な施策】 

☆進学を控えた市内の中学生や高校生向けに、バスを使った学生生活のリーフレットや、近隣の

高校・大学等へのアクセスマップ、企業や地域別にカスタイマイズした情報を掲載したチラシ

等を作成・配布し、効果的な情報提供を図ります。 

☆利用者の実態に合わせた時刻設定の見直し、乗り換えに係る待ち時間短縮を図るなど、使いや

すい時刻への見直しを定期的に行います。 

・国の「地域公共交通確保維持事業」による低床バスや UD タクシーの導入促進や、環境負荷の

少ない車両の導入に対する調査、研究を実施し、時代に対応した車両の普及を交通事業者とと

もに検討します。 

 

 事業の実施主体 

牧之原市、バス事業者、タクシー事業者、関係市町、市内中学校・高校 

 

 

具体的な施策の☆マークは重点的に取り組む事業とし、当該事業のスケジュールを示す 

 

 

 

※時刻設定の見直し等は随時行う 

 

事業６ R６～R７の取組状況 

 

以下の取組を準備中 

・近隣の高校・大学等へのアクセスマップの作成、配布 

・自主運行バスの JR駅との接続状況の確認（改善要望あり） 

・EVバス等の環境配慮車の調査研究 

 

 

 

 

 事業の実施年度 

R5 R6 R7 R8 

情報発信実施 継続実施 継続実施 継続実施 



10 

 

事業７：モビリティマネジメントの推進   

【具体的な施策】 

☆高齢者や児童、学生を対象としたバスの乗り方教室、タクシー

の乗り方教室を企画し、利用者の掘り起こしを図ります。 

☆しずてつジャストライン（株）が実施するバスフェスタの誘致

や、産業フェア等の各種イベントにおいて、低床バスやUDタ

クシーを展示し、公共交通を身近に感じてもらう機会を提供し

ます。 

・過去に実施した「バス路線沿線の風景写真コンテスト」のように、公共交通への興味につなが

る取組を実施します。 

・ゼロカーボンや温暖化対策と連携したモビリティマネジメントの実施を検討します。  

（例）・ノーカーデー、エコ通勤の推進 

・COOL CHOICE（1日限定で静岡市内のバス、鉄道運賃が無料 R4実施） 

 

 

 

 

 事業の実施主体 

牧之原市、バス事業者、タクシー事業者 

 

 

具体的な施策の☆マークは重点的に取り組む事業とし、当該事業のスケジュールを示す 

 

 

 

・ハッピーライド事業 

  

 事業の実施年度 

R5 R6 R7 R8 

実施 継続実施 継続実施 継続実施 

事業７ R６～R７の取組状況 

 取組一覧は資料２ P18参照。 

 

◆課題・今後の予定 

① デマンド乗合タクシーの使い方教室：実施中 

② 産業フェア出展 11月 17日（日）ガスワンアリーナ駐車場 

・しずてつジャストライン（株）協力による低床バス展示 

・環境フェアとの連携による公共交通利用促進(ゼロカーボン、温暖化対策) 

③ 公共交通に親しむ機会の提供 12月７日（土）、８日（日） 

▼バスの乗り方教室 

 

モビリティマネジメント：一人一人のモビリティ（移動）が、個人的にも社会的にも望ま

しい方向（すなわち、過度な自動車利用から公共交通・自転車等を適切に利用する方向）

へ自発的に変化することを促す、コミュニケーション施策を中心とした交通政策 
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【R６の主な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報７月号掲載 

産業フェア出展 
ハッピーライド in 静岡（小学生バス無

料デー）のタイアップイベント実施 

デマンド乗合タクシーの乗り方教室 
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事業８ 観光施策と連携した取組の推進 

 

【具体的な施策】 

☆公共交通で移動が可能な観光モデルルートを設定し、公共交通による観光周遊行動を促します。 

☆公共交通と観光イベントを連携させた取組を計画します。（例：バス＋ウォーキング、バス＋

観光ツアー等） 

・事業３で示した富士山静岡空港と高台エリアを結び、高台エリアから市街地への誘導を図る

ため、高台施設バス停に観光情報が得られるスペースを整備します。 

・インバウンド需要を取り込むことを目的に、夏季の海水浴期間中などの観光シーズンに、富士

山静岡空港と市街地を結ぶ直通バスの実証運行を検討します。 

 

 事業の実施主体 

牧之原市、バス事業者、タクシー事業者、（一社）まきのはら活性化センター 

 

 事業の実施年度 

具体的な施策の☆マークは重点的に取り組む事業とし、当該事業のスケジュールを示す 

 

 

 

 

事業８ R６～R７の取組状況 

 

① 観光イベントとの連携 

 ◆大河ドラマ「べらぼう」田沼意次候顕彰事業 

・・・特急静岡相良線のラッピングバスの運行 

  

② 富士山静岡空港と市街地を結ぶ直通バスの運行 

 ◆静岡空港・道の駅定額タクシー 

・・・空港とのアクセスでは定額タクシーの運行を開始。 

 

 

 

  

R5 R6 R7 R8 

計画 実施 継続実施 継続実施 
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事業９ 移住定住、子育て支援につながる取組の推進 

 

【具体的な施策】 

・成人式など若者が多く集まる機会や移住定住の相談の際に、公共交通のマップ等が手元に渡る

ような細やかな連携や、特急静岡相良線等の利便性を PR するチラシ作成に取り組み、移住定

住を推進します。 

☆高校生のスムーズな通学の確保を図り、保護者の送迎負担の軽減につながる施策を検討しま

す。特に、市内の榛原高校、相良高校に対しては、学生確保、保護者の負担軽減を目的に、高

校と定期的に意見交換を実施します。 

・市内の中学や高校と連携し、高校や大学進学の際のバス路線を利用した通学手段に対し、担当

課内に相談体制を整備し、バス路線による効率的な通学手段を提案します。 

・自主運行バスを利用している遠距離通学児童の通学手段を引き続き確保します。 

 

 事業の実施主体 

牧之原市、バス事業者、小学校、中学校、高校 

 

 事業の実施年度 

具体的な施策の☆マークは重点的に取り組む事業とし、当該事業のスケジュールを示す 

 

 

 

 ※第２期受付は 1月～2月 

 

R5 R6 R7 R8 

検討 実施 継続実施 継続実施 

事業９ R６～R７の取組状況 

① 高校生を対象とした路線バス通学定期券購入費補助制度を開始 

【対象となる路線】 

しずてつジャストライン㈱が運行する路線バス 

特急静岡相良線、藤枝相良線、島田静波線、萩間線、勝間田線、相良御前崎線、 

相良浜岡線 

【補助率、上限】 

〇補助率：購入金額の 1/2（市内高校３万円、市外高校２万円） 

 ※市外高校の補助額を 1.5万円から２万円に増額 

 

【R7の申請状況】第 1期（７月～８月） 

・申請者数：78件（82人） 

・利用路線：特急静岡相良線 56件、藤枝相良線 16件、萩間線６件・・・ 

・高校：清流館高 16人、藤枝東高 11人、榛原高７人、焼津中央高６人・・・ 
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事業 10 自動運転技術などの DX化や ICT を活用した取組の推進 

 

【具体的な施策】 

☆自動運転車両の市内での実証運行の可能性を調査し、将来的な導入を検討します。なお、導入

候補地としては、拠点バス停や賑わい施設からバス路線が無い場所への移動を補完する「ラス

トマイル」の考えと、低速運行が可能な地域を基本に、実証運行から将来的な導入を検討しま

す。 

・交通事業者とともにMaaSの調査・研究を進めます。 

・タクシーの予約方法等の ICT化など、交通分野のデジタル化の調査・研究を進めます。 

 

 事業の実施主体 

牧之原市、バス事業者、タクシー事業者、静岡県 

 

 事業の実施年度 

具体的な施策の☆マークは重点的に取り組む事業とし、当該事業のスケジュールを示す 

 

 

 

 

 

事業 10 R６～R７の取組状況 

① 自動運転 

 空港、道の駅、榛原市街地を結ぶ路線を計画したが、国庫補助不採択となったた

め、計画を見直し。 

② ICT化  

・路線バス通学定期券購入費補助の申請から支給までをオンライン化 

 

◆課題・今後の予定 

（自動運転） 

・8年度に市内での実証運行の機会を探る。 

・静岡県では、県内６カ所（松崎町、袋井市、富士市、静岡市、浜松市、沼津市）

の実証運行を今年度実施予定であるが、来年度以降に実施できないか検討する。 

R5 R6 R7 R8 

調査・研究 調査・研究 調査・研究 
調査・研究 

実証運行（3年間のいずれかで） 
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事業 11：市民意見を尊重する協議体制と関係者の連携強化 

【具体的な施策】 

・各地区の地域協議会や利用者、関係者に対し、情報提供や意見交換会を定期的に実施し、計

画の推進に努めるとともに、公共交通の充実を図ります。 

☆交通事業者の運転手不足に対し、周知・広報や、確保に向けた取組を共同で推進するととも

に、NPO法人による輸送等の新たな担い手事例の調査・研究を進めます。 

・関係市町と連携し、自主運行バスや地域間幹線系統の利用促進を図るとともに、菊川市のコ

ミニティバスや県や藤枝市が運行する空港アクセスバスなど、市内を運行する他市や県の公

共交通の上手な活用を周知します。 

 事業の実施主体 

牧之原市、バス事業者、タクシー事業者、関係市町、地域や各種団体 

 

具体的な施策の☆マークは重点的に取り組む事業とし、当該事業のスケジュールを示す 

 

 

 

事業 11 R６～R７の取組状況 

・関係者との意見交換を実施した。 

 

◆課題・今後の予定 

① ライドシェア 

新たな担い手事例の調査・研究の一環として、ライドシェアの推進組織である

「（一社）全国自治体ライドシェア連絡協議会」へ加入した。また、静岡県地域公

共交通活性化協議会においてもライドシェア専門部会が立ち上がり、県内でも交

通空白地域の解消手段として推進体制が確立された。 

② 共助型移送 

 NPOや地域ボランティアによる運送の調査研究を行う。 

 高齢者サロン参加時の交通手段について、地域の公民館までの短距離移動である

が、交通手段がないため参加できない、といった意見があるため、共助型のような

新たな交通手段を検討したい。 

（例）【御前崎市：地域協働バス】 

市が地区に車両を貸し出し、地域住民が運転手となる無償運行。現在５地区で導

入している。 

 

 事業の実施年度 

R5 R6 R7 R8 

実施 実施 実施 実施 
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牧之原市地域公共交通計画 
 
 
 

「住み続けたい」「働き続けたい」「訪れたい」を支える 

地域公共交通の構築 

～「夢に乗るまち 牧之原」の推進～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※RIDE ON～：（乗り物に）乗る 

 

令和７年 10月 
 

牧  之  原  市 
  

令和６年度の数値評価報告書 資料２ 
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本計画の目標値については、３つの基本方針のそれぞれに目標を定めます。 

 バスに係る項目は、新型コロナウイルスの影響を受け令和２年、令和 3 年は数値が大き

く落ち込んでいることから、コロナ禍前の令和元年度の状況に戻すことを目標に設定しま

す。その他の項目の目標は、直近の数値からの増加、向上に取り組みます。 

 なお評価方法は、項目の数値が、原則前年度数値を下回らないことを目標に毎年単年度

で評価し、計画期間内に目標年度の令和８年の数値に近づけていくこととします。 

 

達成状況まとめ 

 

基本

方針 
種別 内容 

前年度実績 
R６実績 

単年度

評価 
R8目標 

１ 

１ 

①  バス利用

者数（年間） 

路線バス 324,893人 327,189 〇 379,000人 

自主運行バス 131,082人 131,371 〇 162,000人 

②  バス収支

率 

路線バス 37.3％ 39.2％ 〇 47.2% 

自主運行バス 12.3％ 13.2％ 〇 18.2% 

③  バス公的

負担額 

路線バス 18,165 千円 20,718 千円 × 1,388 千円 

自主運行バス 102,716千円 101,987千円 〇 79,421 千円 

２ 

２ 

デマン ド

乗合タク

シー 

④ 年間利用者数 3,578 人 4,484 人 〇 4,600 人 

⑤ 乗合率 1.31 人 1.27 人 × 1.5 人 

⑥ 会員登録率 14.3％ 14.1％ ✕ 15％ 

⑦ 利用者満

足度 

バス ― ― ― 72％ 

デマンド ― ― ― 80％ 

⑧  モビリティ

マネジメント 
取組件数 10項目 10項目 〇 10項目 

３ 
市民意見

の尊重 
⑨ 

公共交通の満

足度 
26.7％ 24.3％ × 40% 

 

 

基本方針１に関する目標 

基本方針１のネットワークでは「バス利用者数」、「バス収支率」、「バスに対する公的負担

額」の３項目について、路線バスと自主運行バスのそれぞれで目標値を定めます。 

 富士山型ネットワークの構築に関する路線再編は高台エリアの開業時となるため、本計

画期間は事前準備の段階となり、大きな路線再編には至りませんが、利用者数と収支率の増

加（回復）に加え、便数見直し等による公的負担額の抑制を図ります。

第４章 計画の基本方針と目標 （２）計画の目標 

計画書抜粋 
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目標① バス利用者数 

バス 
前年度 

（R５） 

実績 

（R６確定） 

前年度 

比較 
目標 目標（R8） 

路線バス 

（藤枝相良線、

島田静波線） 

324,893人 327,189 〇 
R1数値

に回復 
379,000人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（まとめ） 

 R2から回復傾向にあった藤枝相良線は微減となったが、島田静波線の増加に

より、合計では微増となった。 

 両路線は、高校生の通学バスに多く利用されているため、高校生を対象とした

通学定期券購入費補助金を始めとする利用促進に取り組み、路線維持を目指し

ていく。
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目標① バス利用者数 

 

バス 
前年度 

（R５） 

R６ 

実績 

前年度 

比較 
目標 目標（R8） 

自主運行バス 

（市営バス含む） 
131,082人 131,371 〇 

R1数値

に回復 
162,000人 
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（まとめ） 

 利用者数は 13万人台を維持したが、路線バス（藤枝相良線、島田静波線）と

異なり、コロナによる利用者数の減少以降は横ばいや微減が続いている。 

 全体を通じて、大幅な利用者増減のある路線はなかった。 

【路線、便別利用者数】 

萩間線 

 

勝間田線 

・通勤通学 

・金谷小児童登校 

・萩間小児童下校 

・通勤通学 

・金谷小児童登校 

・萩間小児童登校 
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相良御前崎線 

 

 

 

 

 

・勝間田小児童登校 

・相良高、榛原高登校 

・相良高、榛原高下校 
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相良浜岡線 

 ・池新田校登校 

・御前崎病院通院 

・相良高、榛原高登校 

・相良高、榛原高下校 
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目標② バス収支率 

バス 
前年度 

（R５） 

実績 

（R６確定） 

前年度 

比較 
目標 目標（R8） 

路線バス 

（藤枝相良線、

島田静波線） 

37.3% 39.2% 〇 
R1数値

に回復 
47.2% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（まとめ） 

 運行経費は増加したが、運

賃収入は増えたため収支率

は改善した。 

 近年の運転手不足対策や

燃料高騰により、今後は運行

経費の増加が続いていく可

能性が高いため、バス事業者

と共に対応策を検討する必

要がある。
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目標② バス収支率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（まとめ） 

・コロナによる減収が続く中、R２以降では最も高い運賃収入となり、R1 比で

は９割近くまで回復した。 

・利用者数が減少する中でも令和６年１０月の運賃改定により前年度比増収と

なったことと、相良御前崎線と相良浜岡線の便数見直しによる経費削減の効

果もあり、収支率を改善することができた。 

バス 前年度（R５） R６ 前年度比較 目標 目標（R8） 

自主運行バス 

（市営バス含む） 
12.3％ 13.2% 〇 

R1数値

に回復 
18.2% 
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収支率は横ばいで

あり、R1までの回復

は見込めない。 

将来的には高台エ

リアへの接続により、

利用者数や運賃収入

の増加が期待できる。 

 

 収支率は横ばいで

あり、R1までの回復

は見込めない。 

 勝小児童の通学手

段として維持したい

が、経費を抑制する方

法を検討したい。（土

日祝見直し） 

 

 生徒、児童の人数に

大きく影響を受ける。 

 事業者変更により

R7の委託費が倍増し

たことから、R7の収

支率は大きく落ちる

見込み。 

 運行方法の変更を

含めた改善策を至急

検討したい。 
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収支率は減少傾向

で一桁代に落ち込

み、５路線で最も低

い収支率であった

が、R6に便数見直し

による経費の抑制を

図った結果、微増と

なった。 

 

 

収支率は減少傾向

にあったが、R6に便

数見直しによる経費

の抑制を図った結

果、改善につながっ

た。 

 

コロナ流行以降

は、横ばいの状況。 

運賃改定や高校生

の通学定期補助によ

り増収となったこと

が考えられる。また、

便数見直しによる経

費抑制を図ったた

め、改善した。 
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目標③ バス公的負担額 

バス 
前年度 

（R５） 

R６ 

実績 

前年度 

比較 
目標 目標（R8） 

路線バス 

（藤枝相良線、

島田静波線） 

18,165千円 20,718千円 ✕ 
R1数値

に抑制 
1,388千円 

※路線バスは、地域間幹線系統維持費補助金で補助する額とする 

 

 

 島田静波線 

（駅系統） 

島田静波線 

（病院系統） 
藤枝相良線 合計 

R1 805,143 582,765 ０ 1,387,908 

R2 1,109,484 772,849 3,499,111 5,381,444 

R3 1,393,025 1,923,033 3,812,268 7,128,326 

R4 1,145,330 4,572,353 7,803,224 13,520,907 

R5 491,385 2,996,452 14,677,170 18,165,007 

R6 1,749,368 2,281,479 16,687,451 20,718,298 

 

（まとめ） 

藤枝相良線の負担割合は約56％で、半分以上を牧之原市が負担しているため、

当該路線の利用状況により、市の負担が大きく変わる。 

（単年度評価未達成における改善策） 

両路線は、自主運行バスよりも圏域が広く、市にとって重要な路線であるため、

関係市で連携した利用促進策を計画したい。
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目標③ バス公的負担額 

 

路線別の実質負担額                      （千円） 

 R５実績 R６実績 推移 

萩間線 32,907 35,520 ＋2,613 

勝間田線 17,908 18,925 ＋1,017 

鬼女・菅山線（市営） 3,105 3,952 +847 

相良御前崎線 23,977 22,905 -1,072 

相良浜岡線 24,819 20,686 -4,133 

合計 102,716 101,987 -729 

 

（まとめ） 

 本市実質負担額は、前年度から約 73万円の減額となった。 

 R6は、自主運行バス相良御前崎線、相良浜岡線の便数の見直しにより、両路

線の契約額は約 760万円の減額となり、他の路線の経費増額や運賃収入の減額

をもっても負担抑制を図ることができた。 

バス 
前年度 

（R５） 

R６ 

実績 

前年度

比較 
目標 目標（R8） 

自主運行バス 

（市営バス含む） 
102,716千円 101,987千円 〇 

R1数値

に抑制 
79,421千円 
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基本方針２に関する目標 

 基本方針２のデマンド乗合タクシーに関連する目標として、デマンド乗合タクシーの利

用者数、バス収支率に変えて効率性を示す乗合率、周知の目安となる会員登録者率（75歳

以上人口に占める割合）の３つの目標を設定します。 

 利用者の利便向上に関連する目標として、公共交通利用者の利便向上を計る目安になる

利用者アンケートの満足度を設定します。 

利用促進に関連する目標として、モビリティマネジメントの取り組件数と参加者数を設

定します。 

 

号別利用者数 

号 Ｒ５利用者数 Ｒ６利用者数 傾向 前年度比（%） 

さかべ号 221 419 ↗ 190 

かつまた・まきのはら号 708 644 ↘ 91 

しずなみ・かわさき、 

ほそえ号 
902 1,386 ↗ 154 

すげやま・はぎま号 863 930 ↗ 108 

じとうがた号 351 365 ↗ 104 

さがらひがし、にし号 533 740 ↗ 139 

合計 3,578 4,484 ↗ 125 

 

（まとめ） 

 多くの便で利用者が増えたが「かつまた・まきのはら号」のみ減少した。これ

は、「まきのはら号」を職員運転の市営バスからタクシー事業者への委託に切り

替えたため、一時的に減少したことが考えられる。 

  

 

 

デマンド乗合 

タクシー関係 

前年度 

（R５） 

R６ 

実績 

前年度

比較 
目標 目標（R8） 

目標④  

年間利用者数 
 3,578人 4,484 〇 増加 4,600人 



15 

 

 

号別の乗合率 

号 Ｒ５乗合率 Ｒ６乗合率 傾向 

さかべ号 1.14 2.19 ↗ 

かつまた・まきのはら号 1.42 1.21 ↘ 

しずなみ・かわさき、ほそえ号 1.12 1.10 ↘ 

すげやま・はぎま号 1.51 1.39 ↘ 

じとうがた号 1.49 1.45 ↘ 

さがらひがし、にし号 1.19 1.17 ↘ 

合計 1.31 1.27 ↘ 

 

（まとめ） 

 さかべ号は、R6から高齢者サロンの臨時送迎を開始したため、乗合率が上昇

したが、他の号は悪化した。これは、利用者急増に伴い、乗合ルートを組むこと

が困難になったためと思われる。 

（単年度評価未達成における改善策） 

・乗合率を高めるために R7から以下の変更を実施 

 

① 予約時間の変更 

 行きの３０分前までの予約を１時間前とすることで、タクシー事業者の乗合

経路検討の時間を増やす。 

② 運賃の統一 

 R6から号の統合を行ったが、従前の運賃を引き継いでいるため、運転手が混

乱してしまうために別々に配車しているため、運賃の統一を図る。 

デマンド乗合 

タクシー関係 

前年度 

（R５） 

R６ 

実績 
前年度比較 目標 目標（R8） 

目標⑤ 乗合率 1.3１人 1.27人 ✕ 向上 1.5人 
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号別の会員登録率（R７.4.1） 

 Ｒ５登録率 
登録者数/75

歳以上（人） 
Ｒ６登録率 傾向 

さかべ号 20.1％ 91/431 21.1% ↗ 

かつまた号 24.2% 
212/918 23.1% ↘ 

まきのはら号 25.4% 

しずなみ・かわさき号 10.6％ 
286/2,606 11.0% ↗ 

ほそえ号 10.1％ 

すげやま・はぎま号 17.6％ 162/805 20.1% ↗ 

じとうがた号 15.2% 122/833 14.6% ↘ 

さがらひがし号 11.8% 
201/2,022 9.9% ↘ 

さがらにし号 9.8% 

合計 14.3% 1,074/7,615 14.1% ↘ 

 

（まとめ） 

 ここ数年の登録率は順調に伸びていたが、R6は微減となった。利用者数は増

えているため、特定の方が繰り返し利用していると考えられる。 

 デマンドは、必要な方に周知され、困っている方が利用できていれば利用者数

を増やす必要はないため、福祉部局や民生委員を通じた周知を図り、認知度を高

めていきたい。 

（単年度評価未達成における改善策） 

 福祉部局や民生委員への周知を図る。 

 

目標⑦ 利用者満足度 基準値（R4） 評価 R8 

バス 
利用者調査による 

56％ 向上 72％ 

デマンド 72％ 向上 80% 

※利用者満足度は、本計画策定の調査の一環として実施。計画期間最終年度の令

和８年度に令和４年度と同じ方法で実施し、いずれも「利用しやすい」を基準

値とし、どちらでもない（普通）のの半数が「利用しやすい」へ移行すること

を目標とする。 

デマンド乗合 

タクシー関係 
R５年度末 R６年度末 

前年度

比較 
目標 目標（R8） 

目標⑤ 会員登録率 14.3% 14.1％ ✕ 向上 15％ 

令和８年度にアンケート調査を実施予定。単年度評価はしない。 
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モビリティマネジ

メント関係 

前年度 

（R５） 

R６ 

実績 
前年度比較 目標 目標（R8） 

目標⑧ 取組件数 10項目 10項目 〇 増加 年間 10項目 

 
（R６取組状況） 

 内容 種別 備考 

① 広報、ホームページへの掲載 広報・啓発 広報７月号特集記事 

② 
福祉部署との連携（主任ケアマネ

会議、高齢者福祉部会出席） 
関係者協議 

デマンド乗合タクシー周

知、意見交換 

③ 高校との意見交換 関係者協議 榛原高校との協議 

④ 高齢者サロンでのデマンド説明 住民周知 要望により随時実施 

⑤ デマンドの改善 利便向上 
運賃統一、特定施設間移

動、特定施設追加 

⑥ （新）根松サイクルラック設置 利便向上 
特急静岡相良線の根松牧

之原警察署入口に設置 

⑦ （新）矢崎アローライン運行開始 利便向上 
矢崎と菊川駅を結ぶ路線

の市民利用 

⑧ 
（新）高校生通学定期券購入補助

実施 
利用促進 高校生の通学定期補助 

⑨ 
（新）ハッピーライド in静岡の

実施 
利用促進 

小学生の無料バスデー

(12/7、8)の実施 

⑩ 産業フェア出展 利用促進 
しずてつジャストライン

（株）の低床バス展示 

※同一内容の複数の取組については、1事業としてカウント 

 

（まとめ） 

 R6は、特に⑤から⑩のような制度として実現したものや、実際の行動につな

がった事業が多かった。 
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基本方針３に関する目標 

基本方針３は、総合計画の重点・戦略プロジェクトとの連携であるため、間接的に公共交

通へ影響を与える取組となることから、ここでは、毎年市が実施している「市民意識調査」

における公共交通の満足度を設定します。 

 

モビリティマネジメント関係 
前年度 

（R５） 

R６ 

実績値（確定） 

前年度 

比較 
目標 

目標

（R8） 

目標⑨ 市民意識調査における

公共交通の満足度 
26.7％ 24.3％ ✕ 向上 40% 

※満足＋やや満足の合計値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（まとめ） 

 R５数値からは落ちた。 

不満、やや不満が 67.9%から 72％からに増え、特に不満が 3.9％増加した。 

 

（R7速報） 

満足：2.3％ やや満足：26.1％ 合計：28.4％ 

R5 

 

R6 
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自由意見 

バスに関する意見 11件 

 性別 年齢 居住地区 

片浜地区に住む高校生です。市外の高校に通学していますが、通学方法はバスしかありません。しか

し、そのバスの本数が少なく不便すぎます。片浜は、相良本通バス停と静波海岸入口バス停のちょうど

真ん中に当たると思います。もし特急バスが止まるようになれば、毎日不便に通学しなくても済むし、

片浜へのアクセスも良くなります。片浜地区には、大鐘家、片浜小学校、釣徳寺、相良梅園など、観光

施設がたくさんあります。観光で訪れた方達も、それらの施設にも行きやすくなります。また、片浜の

住民も、気軽にバスを使って相良・榛原地域に買い物へ行くことができます。 

今は、藤枝相良線が１時間に１本しかないので、仕方なく自転車で買い物へ行きます。バス利用を本

当に促進させる気があるなら、バスの本数を増やしてはどうでしょうか。しかし、運転手不足、年々減

便など、どんどん不便になります。であれば、特急バスが藤枝相良線と並行しているので、片浜地区に

特急バスを停めれば良いと思います。もし特急バスが片浜地区に停まるようになれば、朝５時台から

移動できるようになり、帰りは部活があってもバスに乗れます。今は藤枝駅 19 時が最終です。とて

も早いです。藤枝駅から西焼津駅に移動し、西焼津駅近くの東名焼津西バス停から、相良行き特急バス

に乗れます。しかし片浜地区には停まりません。藤枝相良線のバス停すべてに停まると、速達性が失わ

れ特急でなくなるため、相良と静波の間、大江地区、片浜地区にそれぞれ一つずつでもバス停を増やす

べきだと思います。もし特急バスが片浜地区にこれからも停まらないのであれば、バスとバス同士の

接続強化、もしくは静波と相良をピストン運 

行するバスを走らせてほしいです。藤枝相良線から特急バスへの乗り換え、特急バスから藤枝相良線

への乗り換えを強化してほしいです。藤枝相良線は定刻でも特急バスが遅れていて、静波海岸入口バ

ス停で静岡方面から来て、藤枝相良線の相良営業所行きに乗れないことがあります。藤枝相線は１時

間に１本しかなく、接続されないととても困ります。藤枝相良線、特急静岡相良線は民間のバス会社が

男性 19 歳以下 大江・片浜 
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運営しているため、簡単に市が片浜地区にバス停を増やしましょう、とは言えないかもしれませんが、

何とかしてくれたら嬉しいです。これから、こんな不便な片浜地区に住んでいたいとはとても思えま

せん。車がないと何もできません。デマンドタクシーは高校生が使えないし、何とかしていただけませ

んか。もうあと２年で卒業です。それまでに何とかなっていたら嬉しいです。また、弟もいるので、そ

の時にはさらにバスが便利になっていたらもっと嬉しいです。 

静鉄バスの営業所が移転したが、営業所内に乗降場を作らずになぜ路上を停留所にさせているの

か。朝夕の時間帯に渋滞や事故を誘発しかねない。小学生の通学路も交差している。スクールバスも

同じ。なぜあれで運行許可が出ているのか理解に苦しむ。安全に乗降するためにも営業所敷地内で行

うように変えるべき。 

男性 40～49 歳 大沢・菅山 

70 代後半になると、体力や気力の減退が激しく、気持ちが前向きになれません。移動手段として

バス停が近くにあれば幸いです。 
男性 70～79 歳 川崎 

私は今、牧之原市にある自宅から静岡市の大学にバスで通っていますが、やはり往復で 2,540 円

もかかり、かなり経済的に負担になっています。牧之原市からバスで通っている人に、月にある程度

の補助金を出していただけると嬉しいです。 

女性 19 歳以下 相良・福岡 

バスの本数を増やしてほしい、電車を通してほしい。 女性 19 歳以下 川崎 

近くにバス停がないから不便。 女性 20～29 歳 坂部 

インフラ整備をしてほしいです。電車がない分、バスの運行をもっと充実させてほしいです。市内

の隅々まで運行する、時刻をもっと細かく対応する、運賃を安くする、バス停の近くに無料の駐車場

を設けるなどしてください。 

女性  30～39 歳 地頭方 

小学校や中学生が利用できる相乗りタクシーがほしいです。東名バスなどのバスに乗るのに、バス

の時間が間に合いません。路線バスも通学に合わせてくれていますが、結局バス停への送迎が必要で

す。検討していただきたいです。相良高校へ通いたくなるような取組を実施し、吉田町や菊川市の子

女性 40～49 歳 地頭方 
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もたくさん来てくれると良いですね。 

相良～静岡線は本数がたくさんあり助かっていますが、相良～藤枝線、相良～焼津線、相良～浜岡

線は本数が少なく、学校に通うこともできないため、親の送迎が必要で、交通の便が悪いです。希望

する高校に進学することもできないので、バスの本数を増やしてほしいです。 

女性  50～59 歳 
波津・須々

木 

コミュニティバスの充実を求めます。 女性 50～59 歳 
波津・須々

木 

市内を 100 円バスなどで利用できたら良いと思っています。このようなバスがあれば助かる高齢

者が我が家にいます。学生などの送迎には必ず自動車が必要であり、ガソリン代の高騰などで家計を

圧迫しています。ＪＲの駅が一番ほしいですし、必要です。 

回答 

しな

い 

30～39 歳 勝間田 

 

交通全般に関する意見（交通含む） 19件 

 性別 年齢 居住地区 

とにかく不便。車がないと買い物すら行けず、バスも来ないし、夜はタクシーもいない。若い世代が

出て帰ってこないのも、だいたい理解できる。 男性  50～59 歳 大江・片浜 

とにかく交通機関が不便。子どもに通わせる学校が限定される。子どもが遊ぶ公共的、商業的施設が

ほとんどない。買い物が不便。信用できる病院がない。学校の先生も良い先生がいない。新しい商業施

設や店舗が進出してこない。特に相良地区は昔からほとんど変わっていない。それどころか、ますます

過疎化が加速している。牧之原インターあたりの高台を中心に住宅地、商業施設を充実させる。せっか

く静岡空港があるのに、その周辺はまったく変わっていない。 

男性 50～59 歳 萩間 

公共の足となるものが心もとないです。バスにしろ、タクシーにしろ、高齢者が活動しやすい機関が

ほしいです。大型商業施設または大型スーパーマーケットなど、買い物の充実を望んでいます。 
男性  60～64 歳 地頭方 
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バスや自家用自動車以外での交通手段を充実してほしいです。 男性 60～64 歳 勝間田 

車でないとどこにも行けないので、病院や買い物など、高齢になってからのことが心配になってい

ます。 
男性 65～69 歳 川崎 

交通弱者への支援、住宅街への高スピードでの車の進入を阻止。市民が利用できる施設が少ない。

平日休みで各イベントなどに参加できないため、平日でも参加できるイベントなどを期待します。 男性 70～79 歳 
波津・須々

木 

交通の便が悪すぎると思います。遊ぶ場所や遊べる場所を作ってほしいです。カラオケやゲームセ

ンターなどの娯楽施設がなさすぎると感じます。これらの施設がないため、若者が出て行きます。 女性 19 歳以下 細江 

もっと公共交通機関で移動できないと不便です。学生の公共交通機関の値段を下げてほしいと思い

ます。牧之原市にいると、高校は榛原高校か相良高校に行くことが多くなります。もう少し安くて交通

の便が良ければ、他の高校に行く選択肢が増えると感じました。 

中学１年生の時から学校が積極的に高校の情報を与えていってあげてほしいです。大学も家から通

える場所が少ないから、県外に出てそこで就職する人が多いです。そのため、就活の時期に戻ってくる

ことができる就職支援をしてあげてほしいです。 

女性 20～29 歳 静波 

公共交通機関をもう少し充実してほしい。夜間料金が発生するようになったり、本数が減ったりし

て不便。外国人でも観光客でも来てもらえるようにするには地域の理解がほしい。文化を理解し合う

機会を設けるべき。 
女性 20～29 歳 静波 

比較的暮らしやすい地域だとは思うが、税金の割には恵まれている実感がない。高速バスが通って

いるのは助かるが、他にまともに使える公共交通機関がなく、ＪＲの最寄り駅まで出ることも容易で

はない。栄えている地域へ遊びに行こうとしても、特に浜松市方面への便はすこぶる悪い。他のエリ

アへの行き来が気軽でないというのは、出かけることが少ない老人ならまだしも、若者が住処として

選ぶには優先度がかなり下がると思う。 

女性  20～29 歳 細江 

交通手段に関して不便さを感じています。少子化も懸念しています。 女性  40～49 歳 
波津・須々

木 
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交通の便が悪い。公共交通機関を増やしてほしい。子どもの遊ぶ所が少ない。大人の遊ぶ所も少な

い。飲み屋やカラオケとか大手チェーン店、特に飲食店を増やしてほしい。危険運転が最近多く感じ

ます。対策してほしいです。 

女性 

 
40～49 歳 大江・片浜 

自分が年を取ってからの買い物や通院が心配です。交通機関が少ないと思います。 女性 65～69 歳 大江・片浜 

私の住む地区は高齢化一色ですので、デマンドタクシーを利用する高齢者が増えています。しか

し、金額はタクシーより安いのでしょうが、高いように思います。バスもなく、交通手段は家族が送

迎するかタクシーだけになります。藤枝市は小さなボックスタイプがよく走っています。このよう

に、過疎化した地域へ気軽に利用できるマイクロバスなどが走れば、高齢者は医療関係や買い物など

生活に潤いがあり、孤独ではないように思います。ぜひ坂部地域へ巡回バスまたは乗用車などをお願

いできないでしょうか。よろしくお願いいたします。 

女性 65～69 歳 坂部 

病院や買い物など、どこへ行くにも公共交通機関の便を良くしてほしい。 女性 70～79 歳 相良・福岡 

高齢化の加速の中で、高齢者の足となるデマンド乗合バス、タクシーの充実を願います。交通ルー

トの細分化、時間や回数の増加などの整備を望みます。 
女性 70～79 歳 

波津・須々

木 

あと何年かしたら免許返納を考えないといけないと思っていますが、その後の日常生活をどのよう

にしていけば良いかと考えます。病院に行くにも、活動などに参加するのにも、通りに出るまでに距

離があるので他人とのつながりがなくなってしまいそうで不安です。私の場合は娘達が近い所にいま

すので、助けてもらえるとは思っています。 

女性 70～79 歳 牧之原 

免許返納後の交通の不便さを解消していただきたいです。高齢者が集える憩いの場のような場所を

増やしていただきたいです。 
女性 70～79 歳 坂部 

車がないと生活が不便だと思います。 
無回

答 
無回答 無回答 
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静岡空港・道の駅定額タクシー運行事業（空港利用推進費） 

（企画政策部 地域振興課） 

１ 目的  

 富士山静岡空港では、国内線の順調な回復と国際線の復便や新規就航により、

コロナ禍前の賑わいを取り戻しつつある。そのような中で、インバウンドの観

光客は静岡空港到着後、バスでＪＲ駅へ移動してしまい、空港と市内をつなぐ

二次交通がないこともあり、空港の賑わいを市内へ波及させることができてい

ないことが、開港以来、市の課題となっている。 

 そこで、静岡空港からの誘客と市民の空港及び道の駅そらっと牧之原へのア

クセス改善を目的に、空港・道の駅の定額タクシーの運行を実施する。 

 

２ 事業内容  

① 事 業 名：静岡空港・道の駅定額タクシー運行事業 

② 運行方法：タクシー事業者によるタクシー運行（乗合ではない） 

③ 対 象 者：観光客及び市民（制限なし、誰でも利用可能） 

④ 日・便数：指定なし（いつでも利用可能） 

⑤ 利用可能区間（※発着点の両方またはいずれかが空港・道の駅が対象） 

ア 空港・道の駅～市内（制限なし）  

イ 空港～道の駅 

⑥ 利用方法：タクシー事業者へ電話予約 

  市 民：前日までの予約（榛原：東海タクシー、相良：御前崎タクシー） 

  観光客：空港、道の駅発の場合はいつでも予約可能（東海タクシー） 

⑦ 運賃（１便あたり・・・デマンドのように１人あたり運賃ではない） 

  デマンド運賃と同額 

 
 

（ ）内の金額は通常のタク

シーのメーター運賃の目安 

資料３ 
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３ 委託方法  

 ① タクシー事業者への委託方法 

  ・メーター運賃（予約料含む）から利用者運賃を差し引いた分を市が負担。 

  ・デマンドと同様にＵＤタクシーを利用した場合は、350円の加算を支払う。 

 

４ 補正予算  

【歳出】 

費目 内容 積算根拠 金額 

消耗品費 車体掲示マグネット 
周知用のタクシー車体マグネット 

@3,000円×6枚 
18,000円 

広告料 

空港ターミナルビル 

デジタルサイネージ 

広告 

国内線、国際線の出入口 2箇所、15秒

で１日 100回投影 

@10,000円×6ヶ月  

60,000円 

委託料 

運行業務委託 

※メーター運賃及び定

額運賃や UDタクシー加

算は実際の運行により

増減あり 

182日×1.5便/日≒270便 

① 委託料 

270 便×4,000 円（メーター運賃）－

162千円（定額運賃）＝918千円 

② UDタクシー加算 

50便×350円≒17千円 

935,000円 

合計   1,013,000円 

 

【財源】 

※令和６年度に終了した「静岡空港隣接地域賑わい空間創生事業費補助金」に

続く新たな補助金。空港周辺の賑わい創出事業や交通アクセスの改善事業に充

当が可能。 

 

５ スケジュール  

時期 内容 備考 

７月～８月 
関係機関

との調整 

タクシー事業者：実施内容協議 

空港㈱、道の駅：事業概要を説明 

８月～９月 議会 委員会説明、補正予算計上など 

10月～ 運行開始 
周知：広報まきのはら・HP・LINE、空港㈱、道の駅と

の連携 

 

 事業費 補助金 補助金額 一般財源 

R7 1,013,000円 ※静岡空港隣接市町連携事業（1/2） 506,000円 507,000円 



富士山静岡空港

道の駅そらっと牧之原

定額タクシー

2025.10.3 FRI 

START
定額料金で、
市内のどこからでも、
富士山静岡空港や道の駅そらっと牧之原に
タクシーで行くことができます。

【問い合わせ先】 牧之原市役所 地域振興課 ℡：0548-23-0053（平日 8：15～17：00）
※タクシーの予約はタクシー会社（裏面連絡先）へお願いします。



Airport Roadside Station

Makinohara City

▼ 定額タクシー詳細 ▼

ご自宅やお店など、牧

之原市内のどこからで

も富士山静岡空港また

は道の駅そらっと牧之

原に定額料金で行くこ

とができます。

また、空港・道の駅間

の移動も可能です。

定額タクシーは
誰でも利用可能！

▼ ご利用料金 ▼
ご利用になる地域によって料金が異なります。
表示は片道の料金です。

空港

道の駅

坂部地域￥300
※往復600円

￥600
※往復1,200円

￥1,000
※往復2,000円

￥1,500
※往復3,000円

￥300
※往復600円

▼ ご利用方法など ▼

定額タクシーをご利用になる際は、以下のタクシー会社にご連絡ください。

▸東海タクシー（0548-22-0288）

※予約が混みあっていたり、ご指定いただいた時間に配車が間に合わない場合は、ご予約をお
断りすることがあります。

※各社の営業時間内にご予約をお願いします。

〖牧之原市在住の方へお願い〗
市内⇔空港・道の駅を利用する場合は、より多くの方が定額タクシーを利用できるよう、前日
までのご予約をお願いします。

▸御前崎タクシー（0548-63-2655）

🚘榛原地域で乗降する場合 ➡ 東海タクシー
🚘相良地域で乗降する場合 ➡ 御前崎タクシー
🚘空港・道の駅発の場合 ➡ 東海タクシー

足を運びやすい
定額運賃！

▼ ご利用料金 ▼ ▼ 乗降場所 ▼

榛原地域

相良地域

地頭方地域

【富士山静岡空港】

【道の駅そらっと牧之原】

空港ターミナルビル

駐車場１

TAXI
TAXI

貸切バス
乗降場

身障者用
乗降場

一般車両
乗降場

乗合タクシー
乗降場

一般タクシー
乗降場

一般タクシー
乗降場

予約タクシー
乗降場

乗り場はこちら

農産物直売 トイレ・休憩

飲食

ゆずりあい
駐車場

タクシー
乗り場

乗り場はこちら

TAXI

TAXI

FDA ４ ３ ２ 1

※相良牧之原区を含む



デマンド乗合タクシーの令和７年度に開始した利便向上策の検証 

企画政策部地域振興課 

 

 令和６年度に協議して令和７年度から変更した４点について、令和７年度の

途中実績により、効果を検証する。 

 

１ 運賃改定による、料金形態のわかりにくさの解消 

 300円、600円、1,000円、1,500円のパターンに統一し、わかりにくさの

解消を図った。 

★一部で実質的な値上げとなったが、目立った苦情や意見はない。 

 

２ デマンド乗合タクシーの予約時間の変更 

 市街地以外の号の往路予約時間を 30 分前から 1 時間前までに変更すること

で、タクシー事業者の乗合ルート検討時間を増やし、乗合率の向上を図った。 

 

 号 R6乗合率（%） R7乗合率（％） 

① さかべ号 2.19 1.61 

② かつまた・まきのはら号 1.21 1.22 

③ しずなみ・かわさき、ほそえ号 1.10 1.18 

④ じとうがた号 1.45 1.37 

⑤ すげやま・はぎま号 1.39 1.27 

⑥ さがらひがし・にし号 1.17 1.17 

 ６つの号の平均 1.27 1.25 

 ★当初の狙いとは逆で乗合率は微減となったが、利用者数が多い市街地（③⑥）

は改善した。（R7は 4月～7月実績） 

 

３ 特定施設の追加・廃止 

 相良地域から榛原地域の心療内科、精神科への通院を可能とするため、相良か

らの特定施設に「ねぎクリニック」と「メンタルクリニックゆうゆう」を追加。 

【利用実績】4月～7月 

① じとうがた号：0回  ② すげやま・はぎま号：１回 

③ さがらひがし・にし号：７回 

★ケアマネからの依頼であったため、必要な人が使えていれば良い。 

 

 

 

資料４ 



４ 特定施設間移動の導入について（例：自宅→病院→スーパー→自宅） 

 号 回数 

【利用実績】4月～7月  

※③と⑥は導入済みであった

ため、実際は①のみ。 

① さかべ号 ２回 

② かつまた・まきのはら号 ０回 

③ しずなみ・かわさき、ほそえ号 7回 

④ じとうがた号 ０回 

⑤ すげやま・はぎま号 ０回 

⑥ さがらひがし・にし号 １回 

★ほとんど使われていないため、改めて周知を図る。 



デマンド乗合タクシーの令和８年度以降の運行計画について 

企画政策部地域振興課 

 

１ 特定曜日の予約集中の解消 

（課題） 

タクシー事業者から、金曜日の午前に予約が集中して配車に苦労している、

との相談を受けている。 

  利用者数の増加により、利用者側の待ち時間も増えていることから、事業者

の負担軽減と利用者の利便向上を図るために、予約集中時間帯の緩和策を検

討する。 

（実績） 

号 第１位 第２位 第３位 

さかべ号 
金曜日 

（67.1％） 

火曜日 

（17.9％） 

木曜日 

（15.0％） 

かつまた・まきのはら号 
金曜日 

（41.0％） 

水曜日 

（32.6％） 

月曜日、木曜

日 

（各 13.0％） 

しずなみ・かわさき、ほ

そえ号 

金曜日 

（42.9％） 

火曜日 

（33.5％） 

月曜日 

（23.6％） 

じとうがた号 
木曜日 

（58.9％） 

月曜日 

（41.1％） 
― 

すげやま・はぎま号 
金曜日 

（43.4％） 

火曜日 

（37.5％） 

水曜日 

（19.0％） 

さがらひがし・にし号 
火曜日 

（39.6％） 

金曜日 

（35.5％） 

月曜日 

（24.2％） 

 

（方針） 

・需要の多い金曜日を減らすことは難しいため、曜日を増やし分散させたい。 

・８年度内に実験的に、平日毎日運行または土日祝運行を計画する。（土曜日

午前に診察のある病院も多い） 

・例えば、土日祝運行の運賃を半額にすることで、平日の過密時間帯が分散す

るかを確認する等、分散に効果的な策も併せて実施する。 

 

 

 

 

資料５ 



２ 号を超えた乗合による配車の効率化 

（課題） 

 同じ曜日の同じ時刻に運行していても、号が違うため乗合ができない、という

事例が発生している。 

  

（方針） 

・将来的には「榛原、相良でそれぞれ１つの号で毎日運行」が理想であるため、

タクシー事業者と調整して、号の統合が可能か協議していく。（現時点では、

少し時間がかかる） 

 

 

３ 旧町単位の移動制限の是正 

（課題） 

 現在のデマンドは、榛原地域の利用者は榛原地域の病院、スーパー、公共施設、

金融機関が原則利用可能であり、相良地域は相良となっており、一部を除き、旧

町単位の移動を原則としている。 

 これは、タクシー事業者の効率的な配車による負担軽減を目的としているが、

利用者からは、旧町を超えた移動を希望する意見や、施設間移動においても、相

良地域利用者が、榛原総合病院利用の後に榛原のスーパーに寄りたい、といった

意見がある。 

 

（方針） 

・将来的には「旧町を超えた自由な移動」が理想であるため、タクシー事業者

と調整して、移動制限の是正が可能か協議していく。（現時点では、少し時

間がかかる） 

 

 


